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3. 原位置試験結果と考察 

実験 1：千葉県浦安市 

 図 5 は実験地のボーリング柱状図である。SWS 試験はこのボーリング測点から 1.8 m 離れた位置で実施し，その後，

SWS 孔を利用して地下水位計測および当採取器による土質採取を行った。なお当採取器の試料採取率は，表層部を除き，

ほぼ 100 ％であった。図 6 はボーリングサンプリングと SWS 孔を用いて当採取器でサンプリングした細粒分含有率 Fc

の深度分布の比較である。図 5，6 より，当該地は深度方向に対する地質の変化が著しいせいもあり，両 Fc にはばらつ

きが認められ，±30 ％程度の誤差が見られた。ただし深度 14.65 m 以深のシルト・粘土質シルトにおいては，当採取器

でサンプリングした Fc では，粘性土とはならなかった。これはそれよりも浅い深度の緩い砂が，挿入中に採取器へと密

実に取り込まれてしまうため，対象深度で土の置換ができなかったものと思われる。 

   
図 5 ボ－リング柱状図      図 6 Fc の深度分布の比較        図 7 地下水位計測の比較 

実験 2：千葉県香取市佐原河川敷緑地 

 図 8 は実験地のボーリング柱状図

である。SWS 試験はこのボーリング

位置から約 5 m 離れた位置で実施し，

その後，SWS 孔を利用して地下水位

計測および当採取器による土質採取

を行った。ただし当実験では，実験

1 の結果を踏まえて，当採取器開口

部の孔を糊剤等で充填してから

SWS 孔に挿入した。 

図 9 は，ボーリングサンプリング

と SWS 孔を用いて当採取器でサン

プリングした Fc の深度分布の比較

である。図 9 より，両 Fc には層境

を除けば最大で±20 ％程度の差で合致しており実験 1の結果よりもボーリングサンプリングによるFcと近似していた。 

4. おわりに 

両試験結果より，SWS 孔を用いた開口型土質採取器による土質判別は，特に実験 2 で行った工夫を加えることで粘性

土/砂質土のような土質の大分類には適用できることが分かった。今後は比較データの蓄積を重ね，今回見られたような

Fc の誤差軽減に繋がる採取手法や装置改良に努めたいと考えている。 

【謝辞】本稿の実験 1 は，「H24 年度建築基準整備促進事業 小規模建築物に適用する簡易な液状化判定手法の検討」（委員長：時松孝
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図 8 ボ－リング柱状図     図 9 Fc の深度分布の比較 
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